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ユーロ圏金融政策（2024年12月）
3会合連続で0.25%ptの利下げを決定

2024年12月13日

インフレ目標へ進展中も、データに基づき会合毎に適切な政策を決定

ECB（欧州中央銀行）は12月12日（現地）の理事会で、現在の主たる政策金利である中銀預金金利（銀

行がECBに所要準備を上回って預け入れる資金の金利）を市場予想通り3.25%から3%へ引き下げました。

一部に0.5%ptの利下げの意見もあったが全会一致で決定したと、ラガルド総裁は説明しました。6月に利

下げを開始し、7月は利下げを見送った後、9、10、12月と3会合連続で利下げを実施したことになります。

四半期に一度の経済見通しでは、実質GDP成長率を2025年は1.1%、2026年は1.4%と、9月時点の見

通しからそれぞれ0.2%pt、0.1%pt下方修正し、今回から見通しの期間に入った2027年は1.3%へ減速す

るとしています。また、各国で決定済の政策以外は見通しの前提としておらず、米国の新政権の政策次第

で景気が一段と下振れるリスクをラガルド総裁は懸念しています。他方、インフレ率は2025年が2.1%、

2026年が1.9%と、前者は0.1%ptの下方修正、後者は据え置きで、2027年は2.1%としています。ラガ

ルド総裁は、過去6回の見通しの全てにおいてインフレ率が2025年中に2%へ収れんするとの想定は不変

で、実際、インフレ率は2%の目標へ向けて想定通り進展中であることを強調しました。

ECBの唯一の責務である物価安定への進展を受け、声明文中の「政策金利を必要なだけ長く、十分に抑

制的なままにしておく」との表現は削除されました。しかし、インフレのリスクは両方向で不確実性も高

いとしており、適切な金融政策姿勢はデータに基づき会合毎に決定するとの方針に揺らぎは見られません。

（出所）ブルームバーグ

※中銀預金金利は発表日ベース

（2020年1月初～2024年12月12日）

ユーロ圏の金利と為替ユーロ圏の消費者物価指数

（出所）欧州統計局

※コアは食品・エネルギー・アルコール・タバコを除く系列

（2010年1月～2024年11月）（前年同月比、％） （％） （米ドル／ユーロ）
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